
平成 30 年度 福井県文書館 新着資料展示 解説シート 

内田吉左衛門家文書展－大商人が遺したもの－ 

1．展示概要 

 2018年（平成 30）3 月、越前の豪商であった内田吉左衛門家に伝わる貴重な資料が約 60 数年ぶりに東京都から

福井県へ里帰りしました。内田家は今立郡岩本村（越前市岩本町）に本拠を構え、江戸時代を通じて五箇の紙や越

前各地の特産物を手広く扱い、金融活動も盛んに行っていた有力商人です。 

 今回の展示では、越前を代表する豪商であった内田家に残された資料の一部を紹介します。 

 

2．主な展示資料 

（1）「羽柴秀吉朱印状（越前国中蝋燭司を野辺四郎右衛門尉へ免許）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-00002 1585年（天正 13）閏 8月 14 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊臣（羽柴）秀吉が木村隼人佐(はやとのすけ)に発行した朱印状です。朱印状とは花押(かおう)の代わりに朱印を

押して発行した文書のことです。隼人佐は秀吉の家臣の一人で、当時は若狭国三方郡（美浜町・若狭町）から越前国

府中（越前市）に移ってきていたようです。 

この中で今立郡岩本（越前市岩本町）の野辺四郎右衛門尉(やべしろうえもんのじょう)が秀吉から越前国中蝋燭(ろ

うそく)司を命じられています。そのため、四郎右衛門尉は越前国中から蝋燭を独占的に買い集めることができました。 

後に、野辺家の持っていた特権を初代内田吉左衛門が譲り受けました。 

 

（2）「結城秀康黒印状（鳥子役ニ付夫役免許状）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-00004 1602年（慶長 7）9月 10日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結城秀康が鳥子屋（とりのこや）才衛門に発行した黒印(こくいん)状です。黒印状とは墨を用いた印判を押した文書

のことです。 

この中で秀康は才衛門に鳥子役を申し付けており、その代わりに諸役を免除しています。 
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資料 
年代／「資料名」 

資料群名（所蔵者）／資料番号 

複製本番号 

（ページ始） 

秀吉の朱印状 

1585年（天正 13）閏 8月 14 日 

「羽柴秀吉朱印状（越前国中蝋燭司を野辺四郎右衛門尉へ免許）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-00002 

X0499(2) 

秀吉が発行した 

禁制 

1583 年（天正 11）4 月 

「（豊臣秀吉禁制状写）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-00001 

X0499(1) 

秀康の黒印状 

その 1 

1602年（慶長 7）9月 10日 

「結城秀康黒印状（鳥子役ニ付夫役免許状）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-00004 

X0499(8) 

秀康の黒印状 

その 2 

1602年（慶長 7）9月 10日 

「結城秀康黒印状（蝋草買集ニ付）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-00005-001 

X0499(10) 

秀康の黒印状 

その 3 

1602年（慶長 7）9月 11日 

「結城秀康黒印状（蝋燭司免許状）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-00005-02 

X0499(12) 

内田家と蝋燭屋 

のつながり 

1704 年（宝永 1）5 月 6 日 「質物塩蔵預り証文」 

1701 年（元禄 14）11 月 8 日 「預り支配申金子之事（200 両、質物請払ニ付）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-02234・02236 

X0627(1)（2） 

内田家と丸屋の 

つながり 

1745年（延享 2）閏 12月 

「蔵預り一札之事（木布）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵 X0025-03033 

X0627(13) 

内田家と塩屋の 

つながり 

1743 年（寛保 3）12月 

「預り申証文之事（現蝋・平木布・菜種）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-02246 

X0627(7) 

蝋は直接 

仕入れたろう 

1706年（宝永 3）12 月 26日 

「預り申蝋之事（75貫匁）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-02096 

X0604(2) 

布で結ばれた 

関係 

1729年（享保 14）3月 17日 

「請取相定申晒布連判証文之事（製造上晒納方ニ付）」 

内田吉左衛門家文書（当館蔵） X0025-02901 

X0603(67) 

 


